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身
近
に
感
じ
る
憩
い
の
場
、
イ

ベ
ン
ト
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し

め
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

利
用
で
き
る
公
園
、
災
害
時
の

避
難
場
所
や
浸
水
対
策
な
ど
の

防
災
機
能
―
な
ど
を
設
定
。

　
土
地
利
用
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
大
網
駅
南
側
を
駅
前
ゾ
ー

ン
、
駅
前
ゾ
ー
ン
の
西
側
を
商

業
・
業
務
ゾ
ー
ン
、
商
業
・
業

務
ゾ
ー
ン
の
南
側
お
よ
び
北
側

を
住
宅
ゾ
ー
ン
、
都
市
計
画
道

路
永
田
養
安
寺
線
（
市
道
01
―

０
０
５
号
線
）
と
北
飯
塚
池
田

線
（
主
要
地
方
道
千
葉
大
網

線
）
沿
い
を
沿
道
ゾ
ー
ン
、
小

中
川
沿
い
を
水
辺
景
観
軸
と
位

置
付
け
た
。

駅
南
は「
本
市
の
顔
」

金
坂
市
長
が
強
調

　
来
賓
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
金

坂
市
長
は
、
大
網
駅
南
地
区
に

つ
い
て
「
市
の
顔
と
な
る
極
め

て
重
要
な
地
区
」
と
の
見
解
を

示
し
、
「
地
域
の
皆
さ
ま
と
一

体
と
な
っ
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

　
大
網
駅
南
地
区
は
、
主
要
地

方
道
山
田
台
大
網
白
里
線
、
都

　
市
川
市
は
、
血
清
研
究
所
跡

地
お
よ
び
敷
地
内
の
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
の
公
的
な
利
活
用
を
視
野

に
入
れ
、
所
有
者
の
県
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
周
辺
に
数
多

く
の
教
育
機
関
が
立
地
し
て
い

る
文
教
地
区
で
あ
り
、
狭
あ
い

な
周
辺
道
路
、
土
地
の
形
状
、

土
壌
改
良
の
必
要
性
、
建
造
物

の
保
全
方
法
な
ど
の
課
題
が
多

く
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

協
議
を
行
い
、
当
該
跡
地
と
赤

レ
ン
ガ
倉
庫
を
最
大
限
に
活
用

で
き
る
よ
う
、
解
決
策
を
模
索

す
る
。

　
旧
血
清
研
究
所
は
、
市
川
市

国
府
台
２
―
１
―
16
に
所
在
。

　
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
旧
陸
軍

野
砲
兵
第
十
六
連
隊
の
武
器
庫

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
外

壁
の
レ
ン
ガ
は
、
全
国
的
に
も

貴
重
な
フ
ラ
ン
ス
積
み
と
し

て
、
ほ
ぼ
完
全
な
状
態
で
残
存

し
て
お
り
、
文
化
的
価
値
が
高

い
こ
と
か
ら
、
地
元
か
ら
保
存

・
活
用
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
建
物
は
屋
根
が
傷
み
、
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
に
よ
る
処
置
を
講
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
用
方
法

に
よ
っ
て
は
補
修
や
耐
震
補
強

が
必
要
と
な
る
。

　
２
０
１
５
年
度
と
17
年
度
に

は
、
県
に
対
し
て
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
の
保
存
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
。
19
年
度
に
は
、
当
該
跡

地
に
お
け
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
以

外
の
残
存
建
造
物
12
棟
の
除
却

と
土
地
の
安
全
性
の
確
保
を
行

う
こ
と
を
要
望
し
た
。

　
県
は
、
25
年
度
か
ら
26
年
度

を
期
間
と
す
る
限
度
額
８
億
８

　
品
川
昭
和
・
木
更
津
市
企
画

部
長
は
６
月
定
例
議
会
で
、
吾

妻
公
園
文
化
芸
術
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
「
人
件
費
や
原
材

料
費
の
一
定
の
上
昇
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
基
本
設
計
で
取
り

ま
と
め
た
内
容
に
つ
い
て
は
整

備
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
る
一
方
で
「
想
定

を
超
え
る
高
騰
が
生
じ
た
場
合

は
、
現
在
の
計
画
内
容
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
う
可
能
性
も
あ

る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。
堀

切
俊
一
議
員
（
無
会
派
）
の
一

般
質
問
に
答
弁
し
た
。

　
日
建
設
計
に
委
託
し
て
２
０

２
４
年
度
に
取
り
ま
と
め
た
基

本
設
計
に
お
い
て
は
、
26
年
度

の
建
設
着
工
ま
で
の
間
の
一
定

の
コ
ス
ト
上
昇
を
見
込
ん
だ
上

で
、
24
年
３
月
策
定
の
「
木
更

　
大
網
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
15
日
、
第
３
回
総
会

を
大
網
白
里
市
保
健
文
化
セ
ン

タ
ー
３
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

Ｊ
Ｒ
大
網
駅
南
地
区
18 

ha
に
お

け
る
市
街
地
整
備
手
法
や
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

す
「
大
網
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く

り
構
想
」
の
策
定
や
、
金
坂
昌

典
・
大
網
白
里
市
長
に
提
出
す

る
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
な
ど

４
議
案
に
つ
い
て
議
論
し
、
賛

成
多
数
で
承
認
し
た
。
要
望
で

は
構
想
に
関
し
、
特
に
都
市
基

盤
整
備
と
浸
水
対
策
の
推
進
を

強
く
求
め
る
。

　
構
想
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
し

て
き
た
「
ま
ち
づ
く
り
検
討

会
」
で
議
論
し
た
大
網
駅
南
地

区
の
現
況
と
課
題
、
将
来
像
、

ま
ち
づ
く
り
方
針
、
土
地
利
用

ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
都
市
基
盤
の
整

備
方
針
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
方
針
と
し

て
▽
駅
前
広
場
＝
東
口
と
南
口

で
公
共
交
通
・
送
迎
車
な
ど
交

通
処
理
機
能
の
分
担
、
安
全
で

利
用
し
や
す
い
歩
行
者
空
間
、

緑
化
な
ど
景
観
形
成
、
人
が
集

ま
る
空
間
の
確
保
▽
道
路
＝
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
と
新

た
な
土
地
利
用
を
誘
導
す
る
道

路
の
整
備
、
自
転
車
・
歩
行
者

空
間
の
確
保
、
街
路
樹
な
ど
に

よ
る
景
観
形
成
、
避
難
経
路
や

延
焼
遮
断
機
能
な
ど
災
害
に
強

い
道
路
▽
公
園
＝
自
然
環
境
を

津
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
実

施
計
画
（
吾
妻
公
園
）
」
に
お

け
る
総
事
業
費
１
０
５
億
１
７

０
０
万
円
を
超
過
し
な
い
よ

う
、
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
で

定
め
た
施
設
の
延
べ
床
面
積
や

各
種
仕
様
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
っ
た
。

　
品
川
部
長
は
「
総
事
業
費
が

１
０
５
億
１
７
０
０
万
円
を
超

え
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
計
画
内
容
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
う
可
能
性
も
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
事
業
継
続
に

向
け
て
調
整
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
す
と
と
も
に
、
「
可

能
な
限
り
、
図
書
館
、
中
央
公

民
館
、
ホ
ー
ル
の
複
合
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
28
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
が
、

想
定
を
超
え
る
高
騰
が
生
じ
た

場
合
は
、
供
用
開
始
時
期
を
含

め
、
計
画
の
見
直
し
を
行
う
可

能
性
も
あ
る
」
と
明
か
し
た
。

　
仮
に
供
用
開
始
時
期
が
遅
延

す
る
場
合
に
は
「
現
状
の
施
設

利
用
を
継
続
す
る
方
向
で
調
整

を
図
っ
て
い
く
」
と
し
た
。

　
答
弁
を
受
け
た
堀
切
議
員
は

「
総
事
業
費
が
足
り
な
い
、
施

工
業
者
が
決
ま
ら
な
い
な
ど
と

い
っ
た
状
況
は
今
か
ら
覚
悟
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

延
べ
床
面
積
や
仕
様
を
変
え
て

し
ま
い
、
使
用
に
耐
え
な
い
施

設
を
造
っ
た
り
、
足
り
な
い
事

業
費
を
補
お
う
と
市
債
を
発
行

し
た
り
す
れ
ば
、
将
来
世
代
に

負
の
遺
産
を
残
す
こ
と
に
な

る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

大
網
駅
南
ま
ち
づ
く
り
協 

第
３
回
総
会

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策
定

　

浸
水
対
策
要
望
な　

　

ど

議
案
承
認

木更津市 吾妻公園文化芸術施設

計画見直しの可能性
想定超える高騰に危機感

公
的
利
活
用
を
検
討

　

血
清
研
跡
地
と
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

市川市

５
０
０
万
円
の
債
務
負
担
行
為

を
設
定
。
跡
地
に
お
い
て
廃
棄

物
の
処
分
を
行
う
ほ
か
、
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
を
除
く
12
棟
の
解
体

に
係
る
実
施
設
計
を
委
託
す

る
。

　
実
施
設
計
委
託
に
つ
い
て

は
、
５
月
27
日
に
総
合
評
価
落

札
方
式
一
般
競
争
入
札
を
公
告

し
た
。
７
月
９
日
に
開
札
す

る
。
委
託
期
間
は
26
年
６
月
30

日
ま
で
。
工
事
発
注
は
27
年
度

以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

　
県
企
業
局
は
13
日
、
「
幕
張

新
都
心
拡
大
地
区
共
同
溝
（
芝

園
）
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
実

証
実
験
」
の
事
業
者
を
選
定
す

る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公

告
し
た
。
共
同
溝
（
芝
園
）
の

う
ち
、
当
面
利
用
し
な
い
構
内

空
間
に
つ
い
て
暫
定
的
な
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
先
進
的
な

技
術
の
事
業
化
に
挑
戦
す
る
た

め
の
実
験
、
検
証
、
普
及
な
ど

の
事
業
を
行
う
場
と
し
て
空
間

を
提
供
す
る
。

　
共
同
溝
は
行
政
財
産
。
規
模

は
、
延
長
約
１
km
、
面
積
約
４

０
０
０
㎡
、
幅
４
・
05
〜
５
・

７
ｍ
×
高
さ
３
・
05
〜
３
・
７

ｍ
（
内
空
断
面
）
。
使
用
許
可

期
間
は
原
則
５
年
以
内
と
し
、

事
業
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
決

定
す
る
。
使
用
期
間
の
開
始
日

は
２
０
２
７
年
６
月
14
日
以

降
。
年
間
使
用
料
は
、
１
㎡
当

た
り
７
７
０
円
。

　
出
入
り
口
用
地
は
普
通
財

産
。
習
志
野
市
芝
園
２
―
１
―

69
ほ
か
に
所
在
。
地
目
は
雑
種

地
。
準
工
業
地
域
に
該
当
。
敷

地
面
積
は
１
６
４
３
・
47
㎡
。

Ｓ
造
平
屋
、
床
面
積
94
・
25
㎡

の
建
築
物
が
あ
り
、
共
同
溝
へ

の
出
入
り
口
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
土
地
貸
付
契
約
は
、
事
業

用
定
期
借
地
に
よ
る
も
の
と

し
、
貸
付
期
間
は
27
年
６
月
14

日
か
ら
10
年
間
。
月
間
貸
付
料

の
参
考
価
格
は
１
㎡
当
た
り
２

０
７
円
。

　
事
業
者
は
、
共
同
溝
に
必
要

な
設
備
な
ど
を
設
け
る
と
と
も

に
、
出
入
り
口
用
地
に
建
屋
を

設
置
す
る
。
共
同
溝
は
、
設
備

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
な
ど
を
除

き
、
原
則
と
し
て
人
の
出
入
り

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と

し
、
共
同
溝
と
出
入
り
口
用
地

の
搬
入
・
搬
出
は
自
動
搬
送
を

基
本
と
す
る
。

　
応
募
者
は
、
事
業
を
実
現
で

き
る
総
合
的
な
企
画
力
、
技
術

力
、
資
金
力
、
経
営
能
力
を
有

す
る
事
業
者
ま
た
は
複
数
の
法

人
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
こ
と
な
ど
。

　
今
後
は
、
26
日
に
行
う
現
地

説
明
会
の
参
加
申
し
込
み
を
24

日
に
締
め
切
る
。
ま
た
、
30
日

ま
で
質
問
を
受
け
付
け
て
い

る
。
７
月
14
日
と
15
日
に
企
画

提
案
書
の
提
出
を
求
め
、
28
日

の
選
定
委
員
会
・
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
８
月
上
旬

に
事
業
候
補
者
を
決
定
す
る
。

　
事
業
候
補
者
が
辞
退
し
た
場

合
な
ど
は
、
次
点
者
を
事
業
候

補
者
と
す
る
。

市
計
画
道
路
永
田
養
安
寺
線
と

北
飯
塚
池
田
線
、
Ｊ
Ｒ
外
房
線

で
区
画
さ
れ
て
い
る
。
区
域
内

に
は
南
白
亀
川
水
系
の
支
流
で

あ
る
二
級
河
川
小
中
川
が
流

れ
、
河
川
の
東
側
が
市
街
化
区

域
、
西
側
が
市
街
化
調
整
区
域

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
２
５
」
（
骨
太

方
針
）
が
13
日
に
閣
議
決
定
し

た
。

　
建
設
関
連
で
は
、
賃
上
げ
に

よ
る
成
長
や
老
朽
イ
ン
フ
ラ
対

策
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

　
方
針
で
は
、
賃
上
げ
に
よ
る

成
長
型
経
済
の
実
現
を
掲
げ
、

建
設
・
運
送
・
警
備
な
ど
の
賃

上
げ
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、

安
心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
、

防
災
体
制
の
抜
本
的
強
化
（
地

域
の
防
災
力
強
化
な
ど
）
、
国

　
小
山
英
夫
・
千
葉
労
働
局
長

は
、
全
国
安
全
週
間
に
合
わ

せ
、
千
葉
県
産
業
安
全
衛
生
会

議
の
構
成
機
関
と
と
も
に
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。
実

施
日
時
は
24
日
午
後
１
時
半
〜

午
後
３
時
。
パ
ト
ロ
ー
ル
現
場

は
、
大
成
・
阿
部
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体
が
施
工
し
て
い

る
「
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事

（
第
１
期
）
」
（
千
葉
市
緑
区

誉
田
町
１
―
45
―
２
）
。

　
全
国
安
全
週
間
は
「
多
様
な

仲
間
と
　
築
く
安
全
　
未
来
の

職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
７
月
１
〜
７
日
に
行
う
。

６
月
１
〜
30
日
は
準
備
期
間
と

な
っ
て
い
る
。

　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
県
内

の
労
働
災
害
件
数
の
高
止
ま
り

を
受
け
、
全
国
安
全
週
間
を
契

　
（
一
社
）
習
志
野
市
イ
ン
フ

ラ
協
議
会
は
、
２
０
２
５
年
度

を
通
し
て
展
開
し
て
い
る
継
続

教
育
研
修
の
一
環
と
な
る
講
習

会
を
13
日
、
習
志
野
商
工
会
議

所
３
階
Ａ
Ｂ
会
議
室
で
開
き
、

会
員
28
人
が
受
講
し
た
。
講
習

会
は
３
部
制
で
実
施
。
積
水
ア

ク
ア
シ
ス
テ
ム
㈱
技
術
・
Ｃ
Ｓ

部
の
佐
々
愛
子
・
担
当
係
長
が

「
貯
水
槽
の
用
途
・
構
造
・
関

連
法
規
」
（
第
１
部
）
と
「
貯

水
槽
の
維
持
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

と
Ｄ
Ｘ
事
例
の
紹
介
」
（
第
３

部
）
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
っ

た
。

　
ま
た
、
同
タ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

事
業
部
東
京
営
業
所
の
片
山
博

文
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
グ
ル

ー
プ
ヘ
ッ
ド
が
「
災
害
対
策
か

ら
見
る
貯
水
槽
の
重
要
性
」

「
老
朽
化
し
た
貯
水
槽
の
不
具

合
事
例
」
「
貯
水
槽
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
と
取
り
替
え
事
例
」

実
証
実
験
事
業
者
プ
ロ
ポ

　

未
利
用
の
共
同
溝
を
活
用
へ

県企業局

共同溝全体図

貯
水
槽
の
関
連
法
規
な
ど
を
学

ん
だ

講
師
を
務
め
た
片
山
氏

（
第
２
部
）
を
テ
ー
マ
に
講
師

を
務
め
た
。

　
講
習
会
を
終
え
、
岩
井
健
会

長
（
㈱
サ
ク
ラ
設
備
）
は
「
旧

耐
震
仕
様
の
貯
水
槽
は
ス
ロ
ッ

シ
ン
グ
現
象
が
起
こ
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
や
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
パ

ネ
ル
タ
ン
ク
の
地
震
対
策
な
ど

を
学
べ
た
。
災
害
対
策
の
観
点

か
ら
、
貯
水
槽
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　
継
続
教
育
研
修
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ

制
度
の
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
３
単
位
が
取
得
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
９
月
12

日
を
予
定
し
て
い
る
。

習志野市インフラ協

28人が継続教育研修
貯水槽の維持管理など学ぶ

小
山
・
千
葉
労
働
局
長

大
成
・
阿
部
JV
の
現
場

　

24
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

機
と
し
て
安
全
意
識
の
高
揚
と

労
働
災
害
防
止
対
策
の
さ
ら
な

る
徹
底
を
図
る
た
め
実
施
す

る
。

　
参
加
者
は
、
千
葉
労
働
局
か

ら
４
人
、
千
葉
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
２
人
、
千
葉
県
産
業
安

全
衛
生
会
議
構
成
機
関
か
ら
４

人
。

　
当
日
は
、
小
山
局
長
お
よ
び

現
場
所
長
が
あ
い
さ
つ
す
る
ほ

か
、
パ
ト
ロ
ー
ル
後
に
は
工
藤

仁
美
・
千
葉
労
働
基
準
監
督
署

長
が
講
評
を
行
う
予
定
。

「
骨
太
方
針
２０２５
」閣
議
決
定

　

賃
上
げ
に
よ
る
成
長
を
政　府

土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
の
推

進
が
示
さ
れ
た
。

　
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
し
て

は
、
緊
急
性
や
社
会
的
影
響
を

勘
案
し
、
優
先
順
位
を
明
ら
か

に
し
て
対
策
を
実
施
。
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
新
技

術
活
用
や
予
防
保
全
型
へ
の
本

格
転
換
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、

建
設
現
場
の
自
動
化
・
省
人

化
、
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保

・
育
成
を
推
進
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
推
進
も
行
う
。

　
２
０
２
６
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
同
方
針
に
基
づ
い
て

「
中
期
的
な
経
済
財
政
の
枠
組

み
に
沿
っ
た
編
成
を
行
う
」
と

し
て
い
る
。

　
芝
山
町
は
、
第
２
回
定
例
議

会
閉
会
日
の
13
日
に
公
共
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
案
第
１

号
を
上
程
し
、可
決
さ
れ
た
。処

理
場
建
設
改
良
工
事
費
１
８
７

０
万
円
を
措
置
。
芝
山
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
脱
水
機
の
能
力

低
下
が
著
し
い
こ
と
か
ら
「
芝

　
関
東
地
方
整
備
局
は
、
受
発

注
者
双
方
が
入
札
手
続
き
の
事

務
負
担
を
軽
減
で
き
る
「
簡
易

確
認
型
」
を
導
入
し
て
お
り
、

地
域
建
設
業
の
働
き
方
改
革
を

後
押
し
す
る
観
点
を
加
え
、
事

務
所
発
注
工
事
で
継
続
す
る
。

　
同
型
の
特
徴
は
、
手
続
き
の

終
盤
で
、
落
札
候
補
者
（
評
価

値
上
位
３
者
）
の
み
に
競
争
参

加
資
格
確
認
資
料
の
提
出
を
求

め
る
点
。

　
手
続
き
の
入
り
口
で
は
、
入

札
書
と
簡
易
技
術
資
料
（
１

枚
）
の
み
を
提
出
し
て
も
ら

う
。
入
札
参
加
の
全
者
が
複
数

の
資
料
を
用
意
す
る
必
要
は
な

い
た
め
、
負
担
を
大
幅
に
軽
減

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
開
札
、
施
工
体
制
調
査
、
評

価
値
算
定
と
進
め
、
上
位
３
者

を
落
札
候
補
者
と
位
置
付
け

る
。
候
補
者
に
は
簡
易
技
術
資

料
の
根
拠
（
約
７
種
類
、
約
60

枚
）
を
出
し
て
も
ら
う
。

　
落
札
候
補
に
残
ら
な
か
っ
た

参
加
者
に
は
「
入
札
契
約
状
況

の
お
知
ら
せ
」
を
通
知
。
企
業

か
ら
す
る
と
、
こ
の
段
階
で
予

定
し
て
い
た
技
術
者
を
他
の
工

事
に
充
て
る
と
い
っ
た
切
り
替

え
が
で
き
る
。

　
人
手
不
足
に
よ
り
「
入
札
手

続
き
で
技
術
者
の
拘
束
期
間
を

短
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

要
望
は
、
大
手
、
中
小
企
業
ど

ち
ら
も
共
通
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
手
向
け
で
は
25
年
度
、
技

術
提
案
評
価
Ｓ
型
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

の
工
事
を
対
象
に
、
参
加
表
明

段
階
で
技
術
者
の
資
料
を
求
め

な
い
方
式
を
数
件
で
試
行
す

る
。

　
一
連
の
手
続
き
後
、
落
札
候

補
者
に
対
し
て
配
置
予
定
技
術

者
の
資
格
要
件
に
関
す
る
資
料

の
提
出
を
求
め
て
審
査
す
る
。

　
25
年
度
は
、
中
小
、
大
手
向

け
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
揃
う
格
好
と
な
る
。

関東整備局

落札候補者のみ資料提出
働き方改革を後押し

維
持
管
理
業
者
と
随
契

　

ク
リ
ー
ン
Ｃ
脱
水
機
修
繕

芝山町補正

芝
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
外

観

建
設
地
は
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン

茂
原
渋
谷
店
の
南
西
側

山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
維
持

管
理
業
務
」
を
請
け
負
っ
て
い

る
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
を
相
手
方
と
し
、
７
月
ま
で

に
修
繕
工
事
の
緊
急
随
意
契
約

を
締
結
す
る
方
針
。
予
定
工
期

は
お
よ
そ
半
年
。
処
理
を
継
続

し
て
の
施
工
を
検
討
す
る
。

　
補
正
に
よ
り
、
資
本
的
支
出

は
２
億
１
０
４
６
万
４
０
０
０

円
と
な
っ
た
。

　
芝
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
小
池
５
２
２
―
１
に
所
在

す
る
終
末
処
理
施
設
。
２
０
０

５
年
３
月
31
日
に
供
用
を
開
始

し
た
。

　
処
理
方
法
は
オ
キ
シ
デ
ー
シ

ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ
法
。
放
流
先
は

二
級
河
川
木
戸
川
。
計
画
放
流

水
質
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
20 

mg
／
ℓ
、
Ｓ

Ｓ
20 

mg
／
ℓ
。

　
同
社
に
よ
る
維
持
管
理
の
委

託
期
間
は
１
月
１
日
〜
29
年
12

月
31
日
。

山
﨑
組
で
７
月
着
工

茂
原
に
平
屋
葬
儀
場

Ｍ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ

　
㈱
Ｍ
―
Ｓ
Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
（
茂
原

市
木
崎
１
５
２
８
―
６
）
は
、

茂
原
市
本
納
字
廻
田
２
６
９
８

―
１
ほ
か
に
、
木
造
平
屋
建
て

の
葬
儀
場
「
本
納
セ
レ
ハ
ウ

ス
」
を
新
築
す
る
。
㈱
山
﨑
組

（
茂
原
市
下
太
田
１
１
８
３
―

２
）
の
施
工
で
７
月
１
日
に
着

工
し
、
12
月
15
日
の
完
成
を
目

指
す
。

　
建
設
地
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
「
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

茂
原
渋
谷
店
」
の
、
主
要
地
方

道
五
井
本
納
線
を
挟
ん
だ
南
西

側
。
敷
地
面
積
は
９
９
３
・
85

㎡
。
現
地
に
は
雑
草
が
繁
茂
し

て
い
る
。

　
新
築
規
模
は
、
建
築
面
積
３

０
０
・
33
㎡
、
床
面
積
２
７
６

・
02
㎡
、
高
さ
６
・
56
ｍ
の
計

画
。
駐
車
場
13
台
を
確
保
す

る
。

　
建
築
計
画
に
関
す
る
連
絡

は
、
設
計
者
の
㈱
創
建
長
嶋

（
茂
原
市
長
谷
９
８
０
―
５
、

電
話
０
４
７
５
―
20
―
５
２
２

５
）
ま
で
。

ク
ラ
ス
ト
で
18
日
着
工

緑
区
に
５
階
共
住
新
築

大
宝
地
建

　
大
宝
地
建
㈱
（
千
葉
市
若
葉

区
都
賀
２
―
24
―
14
）
は
、
千

葉
市
緑
区
お
ゆ
み
野
３
―
23
―

10
に
、
Ｒ
Ｃ
造
５
階
建
て
の
共

同
住
宅
を
新
築
す
る
。
㈱
ク
ラ

ス
ト
千
葉
支
店
（
千
葉
市
中
央

区
新
明
町
５
４
３
―
２
）
の
施

工
で
18
日
に
着
工
し
、
２
０
２

６
年
２
月
28
日
の
完
成
を
目
指

す
。

　
「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
」
に

基
づ
く
工
事
対
象
延
べ
床
面
積

は
１
４
４
６
・
69
㎡
。

施
工
者
は
積
水
ハ
ウ
ス

花
見
川
区
の
３
階
共
住

　
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
千
葉
シ
ャ
ー

メ
ゾ
ン
支
店
（
千
葉
市
美
浜
区

中
瀬
１
―
７
―
１
）
は
、
千
葉

市
花
見
川
区
幕
張
本
郷
４
―
３

―
24
の
一
部
で
個
人
が
計
画
す

る
、
Ｓ
造
３
階
建
て
の
共
同
住

宅
の
新
築
工
事
を
受
注
し
て
い

る
。

　
18
日
に
着
工
し
、
２
０
２
６

年
３
月
13
日
の
完
成
を
目
指

す
。

　
「
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の

再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

（
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
」
に

基
づ
く
工
事
対
象
延
べ
床
面
積

は
７
０
４
・
２
㎡
。

info
折れ線


